
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 該当する項
目については、セルを分割して、
上段に中間報告、下段に最終報告
を記載する。

H.P等に、学生支援方針（学生生活
支援方針）を明示した。全事務職
員によるパトロールの他、学生部
による午前・午後のパトロールも
強化している。クラブ、サークル
については、再度危機管理マニュ
アルを配付し、指導を行った。

クラブ役員の交代に伴い、再度危
機管理マニュアルを配付し、指導
を行った。学生の情報に迅速に対
応できた。

経済修学支援は後期分について3名
行うこととなった。JASSOの二次募
集についても周知する。

来年度前期分については、申込者
がいなかった。JASSOの新型給付金
に移行したと思われる。
学生にはキャンパスライフセミ
ナー、学生イントラにて周知を
図っている。警察案件について
も、学生から報告を受け、担任と
共有するなど、フォローを行って
いる。
引き続き、担任、保護者、警察等
と連携をはかり、事態を収拾し
た。

学科、学部、顧問弁護士、医師な
どと連携をとり、適切に処置を
行っている。また、学生委員会に
おいて報告を行っている。
引き続き、学科、学部、顧問弁護
士、医師などと連携をとり、適切
に処置を行った。また、学生委員

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

学生支援に関する適切性において
は、学生委員会において審議する。

学生委員会、学科、学部内で解決が
困難な場合は、顧問弁護士、医師、
公認心理師等専門家の指示を仰ぎな
がら取り組んでいく。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

様々なハラスメントを予防するた
め、教職員、学生への周知徹底を図
る。

経済的に修学困難な学生の休学・退
学を少しでも防げるよう、学内外の
奨学金を周知する。

毎日、全事務職員交代によるパト
ロールは行っており、また、学生部
による午前・午後のパトロールも継
続している。中央警察署との連携を
密にするとともに、施設課とも協力
体制をとり、危険な箇所の補修を行
う。クラブ・ボランティア中の事故
に対する保険について学生に周知
し、緊急時適切な処置ができるよう
啓蒙し支援する。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

学生が安心・安全な環境で勉学に専
念できるよう支援を行う。クラブ活
動、ボランティア等の学内外での活
動が活発に行えるよう環境を整え
る。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名： 　学生課

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

学生から休・退学の相談があった時
に、リファーしてもらえるよう、担
任、ゼミ担当教員、教務課との協力
体制を構築する。JASSOの給付金や
授業料減免制度に相当しないが困窮
している学生に対し、丁寧に対応を
行う。

学生には、入学時キャンパスライフ
セミナー、学生イントラでの周知徹
底を図る。教職員には、イントラ発
信および研修会を行う。また、重大
な案件については警察署との密な連
絡体制をとる。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。



学内外の奨学金については、掲
示、メールを通じて全学に行って
おり、相談には個別に丁寧に行っ
ている。JASSOの新制度について
は、説明会が10月以降のため、決
定し次第早急に行う予定である。

10月以降、JASSOおよび文科省から
の刻々と変化する修学支援制度、
給付金の情報について、遺漏のな
いよう全課員で研修に努め、学生
に周知徹底を図り、約1割の学生が
申込みを行った。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

①入試制度改革：2020年度新入試制度
に向けた本学の入試要項を検討して、
HP等で公表する。②入学者選抜実施体
制の点検：入学者選抜の評価、入学者
の追跡調査等により選抜方法の妥当性
を検証する。③入学前教育：入学前科
目別通信教育により基礎学力を強化し、
プレイスメントテストを実施する。④情報
公開、広報活動：HPや大学ポートレー
ト、オープンキャンパスを充実し、幅広い
広報活動を展開する。⑤高大接続：指
定校の見直し、定期的な高校訪問、協
議体制を構築し、特に就実高校との連
携を強化する。⑥奨学金制度充実：入
学者の確保に繋がる奨学金制度、経済
的に修学困難な学生への支援を強化す
る。

⑥学内外の奨学金について広く周知
する。

⑥学内外の奨学金について周知する
とともに、学内奨学金受給のハード
ルを明確化し、支援の幅を拡充す
る。

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて

努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確

保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献

力とグローバル化の推進


